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自閉症児1例 における語彙力の縦断的検討

新潟医療福祉大学言語聴覚学科 ・吉岡 豊

【背景】

自閉症に代表される広汎性発達障害児の多くは,こ とばに

遅れを有することが多い.こ の傾向は標準化された言語検査

でも認められ,生活年齢よりも語彙年齢は低くなる1).また,

広汎性発達障害児では理解語彙年齢が表出語彙年齢よりも低

くなる傾向があることも報告されている1).ま た,定 型発達

児と比較 して表出語彙数も少ない傾向にある2).こ れまでの

研究は数多くの症例を1時 点で調査したものが多い.黒 田ら

(1993)は 小学校就学期間中の言語発達を検討 しているが,

用いた評価尺度はK式 発達検査であり,言 語面に特化したも

のではない.本 研究では,言 語の語彙面に焦点をあて,広 汎

性発達障害児がどのような言語発達経過をたどっていくのか

を縦断的に検討した.

【方法】

対象は4歳4か 月時に地元の発達相談にて自閉症と診断さ

れた男児であった.妊 娠中に特記事項はなかったが,出 産時

は吸引分娩,出 生時体重は2,882gで あった.発 達歴は定頸が

3か 月,始歩は12か 月頃であったが,初語は1歳6か 月頃(「ブ

ーブー:乗 り物)で あった.1歳 半健診にて保健師より言葉

の遅れと視線が合わないことを指摘された.2歳 になってか

らは月に1回 の頻度で地元の発達相談へ通い,3歳10か 月よ

り地元の通園施設へ毎日通うことになった.

言葉の訓練を希望して新潟医療福祉大学言語発達支援セン

ターに来た4歳4か 月時に実施 した遠城寺式乳幼児分析的発

達検査では,移 動運動が3歳6か 月レベル,手 の運動が3歳

2か 月レベル,基 本的習慣が3歳6か 月レベル,対 人関係は2

歳1.5か.月 レベル,発 語が1歳7.5か 月レベル,言 語理解が

1歳7.5か 月レベルと対人関係と言語面(発 語,言 語理解)

の遅れが著明であった.言 語面(語 彙力)の 検査では,絵 画

語い発達検査は理解語彙年齢が3歳0か 月未満,田 研式言語

発達検査の1.語 彙検査(4歳7か 月時に実施)に よる表出

語彙年齢も3歳0か.月 未満であった.非 言語性知能(大 脇式

知能検査)検 査では精神年齢が4歳0か 月,PIQは91と ほぼ

年齢相応であった.本 症例に対 して定期的に絵画語い発達検

査(理 解語彙年齢),田 研式言語発達検査(表 出語彙年齢),

表出語彙数を評価 した.

【結果】

生活年齢と理解語彙年齢,表 出語彙年齢の関係を図1に 示

した.こ の図から語彙年齢は生活年齢よりも一貫して低く,

かつ理解語彙年齢は表出語彙年齢よりも低い傾向にあること

がわかる.

表1に は表出語彙数 と品詞割合の変化を示した.この表から,

表出語彙数は増加傾向にあるものの6歳 を過ぎてもその数は

少ないことがわかる.ま た,初 期には名詞の割合が高く,そ

の後は動詞の割合が増加傾向にあった.

【考察】

本研究の結果,縦 断的研究でも理解語彙年齢は表出語彙年

齢よりも低いままであった.こ のことから,自 閉症児におい

て理解語彙能力が低い傾向は一時的なものではなく,自 閉症

児の特徴である可能性が示唆される.ま た,表 出語彙数は増

加傾向にあったが,初 期では名詞の比率が高かった.こ の結

果は,西 村4)と 一致していた.名 詞の比率が高かった理由の

1つ としてはエコラリアの影響が考えられる.

【結論】

自閉症児1例 の語彙力を縦断的に検討 した.そ の結果,理

解語彙年齢が表出語彙年齢よりも低い傾向にあった.表 出語

彙においては名詞の割合が高かったが,そ れにはエコラリア

が関係 していると思われた.
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